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232 統計数理 第36巻第2号 1988
データ数  100
平均       73．9000
平均（クラス分け）：73．9000
分散    182．5890
標準偏差  13．5126
．歪度    400－4230E－03
尖度    309．9330E－02






平均       73．9000
平均（クラス分け）：74．2000
分散    182．5890
標準偏差  13．5126
歪度    400．4230E－03
尖度    309．9330E－02







平均       73．9000
平均（クラス分け）：74．4000
分散    182．5890
標準偏差  13．5126
歪度    400．4230E－03
尖度    309．9330E－02
















                  ε＝ツー（伽十6）
の分散を最小にするようたα，ろを求める．κ，yの標準偏差をそれぞれ∫。，∫。で表し，二変量問
の相関係数γを
                   1 η                 γ＝一Σκ小ノ∫。5ツ
                   m ｛＝1
と定義すると，このときのεの標準偏差は










・   データ数：20
                  最大値 最小値
。        ．       X軸：140．00 94．00



















 （3．1）                ツニλκ十3＋S・P
γ
・           第1回目
回帰直線   γ＝λ．X＋B
サンプル数： 20
      指定値  実験値
メ⊥           1．0000    1．0145
j3            0．0000    0．0359
相関係数   0．9800 0．9871
       x     γ
平均    一0．0608 －0．0258





回帰直線   γ＝λ．X＋B
サンプル数： 20
“
      指定値  実験値
ノ生            1．0000    0．9565
3          0．0000   0．0065
相関係数   0．9800 0．9912
       x     γ
平均     O．0469 0．0514




































κ1       κ2





































                         1 （3，4）         五＝2（1－G）， 一≦G≦1                         2
とたる（面積Gは，二つの分布の分離の程度を表している）．一方，（3．2），（3．3）式より
                  。＿6（1一π）2
                 η■1＋6（1一π）・
であるから，これに（3．4）式の五を代入すると，面積Gとηとの関係は




















0．00，！ 0．20．3 0．40．50．60．7 0．8 0，9 1．O
   図8．相関比ηと面積Gとの関係




















































平均値の差  O．5 相関比
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平均値の差  05 相関比



















































  0．5                      相関比η
     0．10．20．30．40．50．60．70．80．91．0
図10．グループ・サイズの比を変えた場合の相関比と的中率との関係
表3、















 9  9 18
 6  9  0 15
 6  6  0  0 12
145106319 6 13  5  6 8 0
 1 6  3  3  1 0
17   3  12   4   4  15
 421 611 8 4
相関比：64167
アイテム  カテゴリー
  1      1
  1      2
  2      1
  2      2
  2      3
  3      1
  3      2
  3      3
群  大きさ  平均
 1      20      0．88000
 225－1．47200
全体  45  －0．42667
19
  7
4  1 20
























































































































































242 統計数理 第36巻第2号 1988
［2群］
［1群］
相関比   O．6417
        1群
大きさ      20
平均    8．80E－01
分散    9．61E－01
分割単位  0．190













0．O O，5     1．O
相関比
グループ・サイズの比：1，250
標準偏差の比     O．841
相関比        0．642
図11－2．
的中率（理論値）   O，804
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